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研究内容 

 

口腔癌は形態的、機能的に極めて複雑な口腔顔面に発生するため、その治療には腫瘍の根治のみで 

なく、ＱＯＬに対してもきわめて慎重な配慮が必要な疾患です。私たちのグループは口腔癌切除の術式 

に科学的根拠を持たせることを目的とした臨床的病理学的研究を中心に行っています。特に深部マー 

ジンの設定に関しては組織隙をひとつのコンパートメントとしてとらえ、解剖学的構造物に基づく深達度 

分類を世界で初めて作成し、良好な成績が得られることを報告しています。大学院生に対しては基礎的 

研究のみでなく、臨床的にも徹底的なトレーニングを行い、今後ますます増加が予想されている口腔癌 

診療を担う医師、歯科医師の養成に尽力します。 

 

グループの研究課題 

 

近年、遺伝子解析の技術の発展がめざましく、さまざまながん領域でオーダーメード治療やゲノム治療などの可

能性を見出すための研究が盛んに行われている。われわれは、それらが口腔がんにおいても実現できるよう、

DNA シーケンスや RNA シーケンスを用いた大規模な遺伝子解析、細胞やマウスを用いた分子生物学的手法

による解析、患者の検体と臨床情報を用いた臨床的な研究で口腔がんの病態解明のための研究を行ってい

る。また、口腔がんの予後改善のためには再発や転移をさらに早期に発見することが必要であり、画像の検出

限界以下のものを検出する技術、また、再発や転移を予測する技術の開発が必要であると考えており、Liquid 

biopsy に注目し、その実用化に向けた研究も行っている。 
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